
昨今, 汚染米の流通, メラミンの牛乳への混

入, 酢酸エチル等の食品への混入, マラカイド

グリーンのうなぎ蒲焼への混入, 賞味期限, 消

費期限, 原料, 原産地の偽称表示等, 食の安全

性を脅かす様々な事件が相次いでいるが, これ

は衛生観念が欠如した状態で, 経済性のみ優先

し, 食の安全性を二の次にした結果おこったも

のと思われる｡ 一般的に衛生の知識はあっても

実際に衛生観念が見についているとは限らない

が, このような事例はそれを実証している.

調理業務や食品製造, 販売, 新商品開発, 品

質管理等, 食に関わる仕事に携わる人にとって

衛生観念を身につけることは, 食中毒を始めと

する食関連の事故を防ぎ, 安全な食を提供する

ためにも重要である.

実際, 衛生管理の大切さを認識し, 衛生観念

を身につけてもらうために, 食に関連する仕事

に就くであろう学生に日々衛生教育を行ってい

るが, その効果がどの程度あがっているのか,

今まで検証したことがない.

従って, 今回は衛生に関する実験とアンケー

トを組み合わせて, 衛生教育の効果の有無の検

証を行ったので報告する.�������������
食物栄養学専攻１年生79名������
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１) 手指の衛生検査 (ふき取り法)１)

手洗い手順２)を書いたプリントを配り, 手

洗い方法をレクチャー後, 実験を行った.

①試料 (片手全面)

洗浄前手指と水洗・石鹸洗浄・微酸性水消

毒後の手指をそれぞれ滅菌生理食塩水で湿ら

せた綿棒でふき取り, 滅菌生理食塩水入り試

験管に入れ, ミキサーで撹拌したものを試料

原液とした.

②培地

標準寒天培地(栄研化学㈱)を実験に供した.

③測定法

一般細菌数測定法に従い, 10倍～1�000倍
希釈を行い, 各希釈液１�を培地と混釈し,
平板を作成した. 35℃48時間培養後, 生菌数

を測定した.

２) 手指の衛生検査 (手形培地法)３)

①試料 (片手全面)

洗浄前手指と水洗後, 水洗＋石鹸洗浄, 水

洗＋石鹸洗浄＋微酸性水 (洗浄法), 水洗＋

石鹸洗浄＋消毒用エタノール (すりこみ法),

水洗＋石鹸洗浄＋0�2％逆性石鹸 (すりこみ

法) の５種類の洗浄・消毒法による手指表面

付着細菌の測定を行った.

②洗浄・消毒法

微酸性水はハイクロソフト水生成装置ウェ

ルクリン・テ ((株) ���コーポレーション)
から生成される電解水 (有効塩素濃度50～70���, ��5�0～7�0) を, 消毒用エタノールは
(株)トライックス製, 逆性石鹸は塩化ベンザ

ルコニウム液 (エビス製薬(株)) を実験に供

した.

③培地���寒天培地によるハンドペタンチェッ
ク (栄研化学㈱) を実験に供した.

④測定法

各種手洗い・消毒を行った手のひら全体を

ハンドペタンチェックに軽く押し付け, ４～

５秒密着させた後, 35℃48時間培養後, コロ

ニー数を測定した.

３) 空中浮遊微生物測定４)�. 落下菌測定法
①培地

標準寒天培地(栄研化学㈱)を実験に供した.

②測定法

平板培地３枚を実験台上に置き, ５分間開

放後, 35℃48時間培養した. 発育コロニーを

計測後, ３枚の平均値を落下細菌数とした.�. 衝突法
①培地

標準寒天培地(栄研化学㈱)を実験に供した.

②測定機器

空中浮遊菌測定用エアーサンプラー ���
コンパクト (���社製) を使用した.
③測定法

エアーサンプラーに培地を装着し, 空気

120�を吸引, 35℃48時間培養後, 発育コロ
ニーを計測し, 吸引量あたりの細菌数を算出

した.

４) 鏡検法５)

空中浮遊微生物測定で発育したコロニーや人

から分離したブドウ球菌をグラム染色 (������
変法) (ムトー化学㈱製) 後, 形態観察と大き

さ測定を光学顕微鏡 (油浸法, 倍率15×100倍)

で行った.

５) 黄色ブドウ球菌測定６)�. 人からのブドウ球菌の分離
①培地

市販のマンニット食塩培地 (栄研化学㈱)

に無菌的に卵黄を加えて５％卵黄加マンニッ

ト食塩培地を作り, 約20�を滅菌シャーレに
分注, 固化し平板を作成したものを実験に供
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した.

②操作

湿らせた滅菌綿棒で各自の手指表面, 顔面,

鼻腔, 首筋, 頭, ピアス穴等をふき取って菌

を採取し, それぞれを分画した卵黄加マンニッ

ト食塩培地に直接塗抹した. 35℃, 48時間培

養後, コロニーの周囲に白濁環を形成したコ

ロニーを黄色ブドウ球菌の可能性ありと判定

した.�. 市販惣菜類からのブドウ球菌の分離 (定

量試験)

①培地は上記と同じように調整した.

②操作

市販惣菜 (ホーレンソウ白和え, ポテトサ

ラダ, マカロニサラダ) 10ｇをストマッカー

処理して均質化し, その１�を1�000倍まで
10倍段階希釈後, それぞれの希釈液0�1�を
卵黄加マンニット食塩培地に接種し, コンラー

ジ棒で塗抹した. 35℃48時間培養後, 集落の

周囲に白濁環を形成したコロニー (黄色ブド

ウ球菌の可能性) と形成していないコロニー

(その他のブドウ球菌) を数え, 菌数を算出

した. �, �ともに黄色ブドウ球菌の最終確
定試験は行なわなかった.

６) 市販食肉類からのサルモネラ属菌の検出７)

①培地

選択増菌培地としてラパポート培地 (栄研

化学㈱) を, 選択分離培地として���寒天
培地 (栄研化学㈱) を実験に供した.

②操作

市販食肉 (鳥刺し, 鳥ひき肉, 牛豚合びき

肉) 1ｇをラパポート培地10�に接種し, 35℃
24時間増菌培養した. その培地から白金耳で

採取し, ���寒天培地に画線塗抹し, 35℃
24時間培養後, 無色透明で中心部が黒色の大

型コロニーの有無を確認した. サルモネラ属

菌の最終確定試験は行なわなかった.

７) 水洗法によるふきんの衛生検査８)

①培地

一般細菌数測定用 (混釈平板法) として標

準寒天培地 (栄研化学㈱) を, 大腸菌群数測

定用 (最確数法) として乳糖ブイヨン培地

(栄研化学㈱) を実験に供した.

②操作法

日常使用しているふきん10�を消毒済み鋏
で細かく裁断したものを滅菌生理食塩水中に

入れ, 十分に撹拌抽出した液１�を1�000倍
まで10倍段階希釈した液を実験に供した.

大腸菌群測定には原液, 10倍, 100倍希釈

液それぞれ１�ずつを３本ずつの乳糖ブイヨ
ン培地発酵管に接種, 35℃24時間培養後, ガ

ス発生を認めた発酵管の数を最確数表にあて

はめ, 検液100� (ふきん10�) あたりの菌
数として算出した.

一般細菌数測定には10倍, 100倍, 1�000倍
希釈液それぞれ1�ずつ, ２枚のシャーレに
分注し, 約15�の標準寒天培地と混釈・固化
後, 約５�の培地を重層し, 35℃48時間培養
した. 培地中に発育したコロニーを数え, 検

液１�あたりの一般細菌数として算出した.�������
実験前のオリエンテーション時と上記１) ～

７) の実験を全て終了後に同じ内容のアンケー

トを行い, 衛生教育効果の有無を確認した. ア

ンケート結果に対する有意差検定は������������９) (対応のある２標本の比率の差の検定)
を用いた.

実験前と実験後に実施したアンケート内容を

下記に示した.

生活衛生のアンケート１

問１. トイレ使用後, 手を洗いますか (洗う・

洗わない)
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問２. 食事の前に手を洗いますか (洗う・洗わ

ない)

問３. 調理の前に手を洗いますか (洗う・洗わ

ない)

問４. 帰宅直後手を洗いますか (洗う・洗わな

い)

手を洗わない人にお尋ねします

問５. 手を洗わない理由は何ですか

手を洗う人にお尋ねします

問６. 手洗いにかける時間は何秒ですか (10秒

以下, 30秒程度, 60秒以上)

問７. 手洗いに石鹸を使いますか (使う・使わ

ない)

問８. 消毒までしますか (する・しない)

問９. 手洗い後の乾燥方法は？ (自然乾燥・ハ

ンカチ・あればペーパータオル・あれば

温風乾燥機)

全員にお尋ねします

ふきんの取り扱いについて

問10. いつも乾燥したものを使う (はい・いい

え)

問11. 洗う方法は (水洗いのみ・洗剤使用・洗

剤＋熱湯消毒・洗剤＋除菌剤)

まな板の取り扱いについて

問12. 食材によってまな板を変える (はい・い

いえ)

問13. 食材を変えるたびにまな板を洗う (はい・

いいえ)

問14. 使用後の洗浄方法 (水洗いのみ・スポン

ジと洗剤・熱湯消毒・除菌剤)

問15. 髪や頭を触りますか (ひんぱんに触る・

時々触る・ほとんど触らない)

ピアスをしている人にお尋ねします

問16. ピアスを触りますか (ひんぱんに触る・

時々触る・ほとんど触らない)

実験終了後, さらに次の項目についてもアン

ケートを行った.

生活衛生のアンケート２

問17. 微生物実験の受講によって, 衛生に気を

つけるようになりましたか (はい・いい

え)

問18. 衛生に気をつけようと思うきっかけになっ

た実験はどれですか. (複数回答可)

(手指の汚染度検査・空中落下菌の測定・空中

浮遊菌の測定・顕微鏡観察・手形培地法によ

る手洗い方法の検討・黄色ブドウ球菌, サル

モネラ属菌試験法・水洗法によるふきんの細

菌数, 大腸菌群数の測定)������������������
手洗い前と手洗い後の一般細菌数を�����1.

に示した. 洗浄前よりも洗浄後, 明らかに一般

細菌数が減少したのは39グループ中, ３グルー

プのみであった. 残りは洗浄後, 菌数は一応減

少しているが結果が僅差を示したグループが大

部分で, 一部には洗浄後の菌数が増えたグルー

プもあった.����������������
ハンドペタンチェックによる手形スタンプ法

の結果を����1 と�����2. に示した. ５通り
の洗浄・消毒法のうち, 洗浄前より洗浄後の細

菌数が実験を行った全てのグループで減少した

のは水洗いのみの洗浄方法であった. その他の

洗浄・消毒法では, 洗浄後の細菌数が増えた例

がいずれも１グループずつあった.�������������������������
空中浮遊微生物のうち, 空中落下細菌と空中

浮遊細菌の測定平均値を�����3. に示した.
実験室の空中浮遊菌数, 空中落下菌数ともに普

通室内の環境衛生基準値10)内であり, 良好な結
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果を示した.�����
実験室の空気中や体表から採取した細菌を顕

微鏡観察した結果を�����4. に示した. 実験
室の空気中から採取した細菌の種類はグラム陽

性球菌, グラム陽性桿菌, グラム陰性桿菌, 芽

胞菌と様々であった. 体表から採取した菌はも

ともとブドウ球菌用分離培地を使用したため,

グラム陽性球菌のみであった.�������������������������
各自, 自分の体表４箇所をふき取り検査し,
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いずれも常在菌である白色, 表皮ブドウ球菌が

検出され, 人間の身体に存在する細菌を確認す

ることができた. �����5.に示すとおり, 一部,
傷口やピアスの穴, にきび等から黄色ブドウ球

菌の可能性が高いコロニーが検出された.�����������������������������
市販惣菜類のうち, 黄色ブドウ球菌の可能性

が高い細菌が検出されたのはマカロニサラダで

１例 (10���以下��), ポテトサラダで３例
(いずれも10���以下��) であった. 惣菜類の
衛生基準11)は黄色ブドウ球菌陰性であり, ４例

は衛生基準不適と考えられる. その他のサンプ

ルで検出されたのはすべて白色, 表皮ブドウ球

菌であった. 白色, 表皮ブドウ球菌の存在は人

間の手が食品に直接触れた可能性が高いことを

示唆している.��������������������
市販の牛・豚合びき肉, 鳥ひき肉, 鳥刺しを

サンプルとしてサルモネラ属菌の検出実験を行っ

た結果を�����6. に示した. いずれのサンプ
ルからもサルモネラ属菌の可能性が高い黒く大

きなコロニーが検出された. 食肉製品の衛生基

準12)はサルモネラ属菌陰性のため, 衛生基準不

適と考えられる. ただし, 今回はサルモネラ属

菌の推定試験のみで確定試験を行っていない.����������������
各家庭から集めたふきんに存在する衛生指標

菌である一般細菌, 大腸菌群の数を�����7�に
示した. 洗い落とし液１�あたり一般細菌数
10�000���以下, 大腸菌群陰性の衛生基準13)を

クリアしたふきんは32％であった.�������
衛生に関する微生物実験が衛生観念を身につ

けるための方法として有効かどうかを確認する

目的で, 同一内容で受講の前と後で生活衛生に

関するアンケートを行った. その結果を ����
2～����14 と�����8. に示した.
日常生活における手洗い状況を����2 に示し
た. トイレ使用後や調理前の手洗いはほとんど
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の学生が受講前から実施していた. 食事前や帰

宅直後の手洗い実施の割合は受講前はそれぞれ

63�3％, 75�9％であったが, 受講後はそれぞれ
78�5％, 88�6％と増加し, その数の変化は危険
率１％で有意差を示した.

手洗い時間については����3 に示した. 受講
前は10秒以下が41�8％, 30秒程度が58�2％, 60 秒以上は０であったが, 受講後はそれぞれ24�0

％, 72�2％, 3�8％と手洗いにかける時間が増加
し, その結果は危険率５％で有意差を示した.

手洗い方法については����4 に示すとおり,
石鹸を使う学生は受講前で83�5％, 受講後で
87�3％とやや増加したが, 有意差はなかった.
消毒まで実施する学生は����5 に示すとおり,
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受講前5�1％であったが, 受講後は０％と逆に
減少した. 手洗い後の乾燥方法については����
6 に示すとおり, 受講後, 状況に応じて手段を

使い分ける傾向が強くなっている結果となった.

ふきんの取り扱いについては����7 に示すと
おり, 受講前は常に乾燥ふきんを使う割合は

78�5％であったが, 受講後は69�6％と減少傾向
を示したがその結果に有意差はなかった. 洗浄

方法については����8 に示すとおり, 受講前後
の水洗いのみの割合はほとんど変わらず, 洗剤

使用の割合は受講前59�5％, 受講後50�6％と受
講後の方が逆に減少する結果になった. 消毒ま

でする人は, 受講前10�1％から受講後13�9％と
わずかに増加した.

まな板の取り扱いについて, ����9 に示した.
肉, 魚, 野菜と食材によってまな板を使い分け

る割合は受講前22�8％が受講後36�7％と増加し,
その結果は危険率１％で有意差を示した. 食材
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を変えるたびにまな板を洗う割合は����10 に
示すとおり, 受講前後とも87�3％と変化はみら
れなかった. 使用後の洗浄方法については����
11 に示した. ふきんと異なり, 水洗いだけで

洗浄を済ませる学生は, 受講前後とも０であっ

た. スポンジと洗剤で洗浄する割合は約87％で

受講前後ほとんど変わらなかったが, 熱湯消毒

と除菌剤使用はわずかに増加した.

髪や頭に触る程度を����12 に示した. 頻度
は異なるが, 90％以上の学生が日常触れており,

受講前後で変化はあまりみられなかった. ピア

スをつけている学生については, ����13 に示
すとおり, 受講後ピアスに触れる割合が増加す

る傾向がみられた.

微生物実験の受講によって, 衛生に気をつけ

るようになったかどうかについては, ����14
に示すとおり, 学生の98�7％が肯定的であった.
また, �����8�に示すように, そのきっかけに
なった実験項目の第一位は手指の汚染度検査,

第二位が黄色ブドウ球菌, サルモネラ属菌試験

法であった. ��
手洗いについては, 受講後手を洗う回数が増
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え, 手洗いに時間をかける人が増加したのは明

らかであるが, これは手洗い指導に加え, 手指

の汚染度検査や人からの黄色ブドウ球菌の検出

実験で自分の身体に付着している細菌のコロニー

と形態を実際に目で確認し, 人間の身体は菌で

覆われていることを実感した結果と考えられる.

しかし水洗いだけで手洗いをしていた人が石鹸

や消毒剤を使うようになるまではいたらなかっ

た. これは, 手洗い実験で各種洗浄, 消毒によ

る洗浄効果を実験した結果, 実験を試みたグルー

プ全部の菌が実験後減少したのは水洗いによる

手洗いのみという結果になったためと思われる.

微酸性水, 消毒用エタノール, 逆性石鹸等の消

毒薬の扱い指導をもっと徹底する必要があると

考えられる.

ふきんの取り扱いについては, 水洗法による

ふきんの衛生検査で衛生基準に達しない不衛生

なふきんの割合が67�6％という結果になったに
もかかわらず, 実験後, 乾燥状態より菌数が多

い湿った状態のふきんを使う割合が増え, 石鹸

洗浄や消毒を心がける人数もそれほど増加しな

かったことから, 衛生教育の効果はあまり出て

いないと考えられる. 大腸菌群の測定法を試験

管を使った統計学的手法である最確数法ではな

く�����等の合成基質培地を使った平板培養
法で行った方が実際にコロニーを目で確認でき

るため, 教育効果としては有効と思われる.

まな板の取り扱いについては, もともとその

洗浄方法としてスポンジや石鹸, 熱湯消毒や除

菌剤の使用等, なんらかの洗浄・消毒手段を利

用していたため受講後大きな変化は認められな

かった. まな板の食材別使い分けについては,

受講後使い分ける学生が明らかに増加したこと

は, 食品からの黄色ブドウ球菌, サルモネラ属

菌試験法で市販の惣菜や食肉から検出された菌

を確認し, 食中毒菌の存在を認識したためと考

えられる. しかし, 同じまな板で食材が変わっ

ても洗浄せず, 連続で使う学生の割合は受講前

後で変わらなかった. この結果は, もともと食

材を変えるたびにまな板を洗う習慣がある人の

うち, 今までまな板の食材別使い分けをしてい

ない人が使い分けるようになったことを表して

おり, 食材が変わっても洗わずに使い続ける学

生の衛生意識が高まったわけではない.

髪や頭に頻繁に触る習慣は, 菌が手指に付着

する機会が多くなり, 衛生上好ましくないが,

受講前後とも触れる割合は90％以上で, 変化は

みられなかった. ピアスについては, ほとんど

触らない割合が受講前55�6％から受講後38�5％
と減少したが, これは体表からの黄色ブドウ球

菌の検出実験でピアスをつけている人のうち,

ピアス装着部分からの黄色ブドウ球菌の検出割

合が22�7％と少ない結果になったことと, 白色,
表皮ブドウ球菌は全員検出されたことから, 逆

に耳を意識するようになったためと考えられる.

衛生教育効果の確認を目的としたアンケート

項目 ｢微生物実験の受講によって, 衛生に気を

つけるようになりましたか｣ の質問に対しては

98�7％が肯定的回答であり, 表面上は微生物実
験は衛生に関する教育効果ありという結果になっ

た. 衛生に関する微生物実験のうち, 支持率81

％と一番教育効果が高かったのは, 手洗い前後

の手指をふき取り, その一般細菌数, 大腸菌群

を測定する手指の汚染度検査 (ふき取り法) で

あった. 実験結果としては手洗い効果が明確に

出ず, データーからの教育効果は低く, むしろ

実際に自分たちの手から検出された細菌のコロ

ニーを初めて目のあたりにしたことによる驚き

が強かったと考えられる. 支持率60％を示した

黄色ブドウ球菌, サルモネラ属菌の試験法はサ

ンプルが市販の惣菜類や食肉類, 自分自身の体

と実感しやすく, さらに検査対象が食中毒菌で
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あり, 実際に検出頻度も高かったため印象に残っ

たと考えられる.

アンケートの結果を総合すると, 微生物実験

を受講することによって, 衛生知識はある程度

身につき, 意識的に行動する場合は衛生的対処

ができるという点では衛生教育の効果はあった

が, 衛生観念を身につけるまでの教育効果は得

られなかった. 栄養士にとって衛生管理の大切

さを認識し, 衛生観念を身につけることは重要

であるが, なかなか難しいのが現状である. 今

後はさらに教育効果のある微生物実験内容を検

討するとともに, 化学実験についても衛生教育

効果の検証が必要と思われる.��
栄養士を目指す学生を対象に, 衛生に関連す

る微生物実験７項目の受講前後に同一内容のア

ンケートを行い, 衛生教育効果の有無の検証を

行った.

手洗いについては, 手洗い指導と手指の汚染

度検査, 人からの黄色ブドウ球菌の検出実験が

有効であった.

ふきんの取り扱いについては, 水洗法による

ふきんの衛生検査で衛生基準に達しない不衛生

なふきんが67�6％と多かったにもかかわらず,
教育効果は出なかった. 実験方法の見直しが必

要と思われる.

まな板の取り扱いについては, 食材別使い分

けに関して, 市販食品からの黄色ブドウ球菌,

サルモネラ属菌の検出実験が有効であった.

無意識に髪や頭, ピアスに触ることに関して

は, 衛生教育は無効であった.

手洗いやまな板の取り扱いに関しては, 衛生

を意識するようになり, ある程度衛生教育効果

はみられたが, 衛生観念を身につけるまでの教

育効果は得られなかった.
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